
＊ 実際の製作可能寸法は、ご要望の形状やヒーター仕様により異なる場合があります。

＊ 上記数値は当社測定の実測値であり、規格値ではありません。

製品取り扱い上の注意事項

測定機関 ： ニチアス

16LDA 17MDA 18HD 16LDA 17MDA

製作可能寸法
形　　　状 最　　　大

平　　　板

円　　　筒

R　付　き

75T × 600 × 900

400φ × 300φ × 300L

外径600 × 900L（Rは任意）

● リフラクトリーセラミックファイバー（RCF）を含まない特化則の適用対象外製品です。

● 軽量かつ低熱伝導率のため、優れた断熱効果を発揮します。

● 電気加熱のため、排ガスの発生がないクリーンな加熱が可能です。

RFモールド PHの種類は、以下の断熱材と発熱体との組み合わせから選択いただけます。

平　板

半円筒

特　長

TOMBO No.5462 -PH

RFモールド™ PH
RFモールド PHは、断熱材の成形時または成形後に、発熱体を組み込んで一体化したヒーターユニットです。

◗

TOMBO No. 断　熱　材 発　熱　体

5461-16LDA

5462-16LDA

5461-17MDA

5462-17MDA

5461-18HD

RFボード 16LDA 

RFモールド 16LDA

RFボード 17MDA

RFモールド 17MDA

RFボード 18HD

ニッケル - クロム系、鉄 - クロム - アルミ系

ニッケル - クロム系、鉄 - クロム - アルミ系

鉄 - クロム - アルミ系

鉄 - クロム - アルミ系

鉄 - クロム - アルミ系

種　類

TOMBO No.

製品名

かさ密度［Kg/m］

常態曲げ強度［Mpa］

加熱収縮率（線方向）［%］
（24時間加熱）

5461 5462

RFボード RFモールド

200

0.7

－ 0.3

0.11

0.16

0.22

0.30

400

1.5

0.1

0.14

0.17

0.20

0.25

500

1.4

－ 0.2

0.13

0.16

0.19

0.23

250

0.9

－ 0.8

0.11

0.15

0.19

0.25

400

1.1

－ 0.5

0.11

0.14

0.18

0.23

（1700℃）（1600℃）（1800℃）（1700℃）（1600℃）

品質特性

RFモールド PHチラシ表面 2019.6

●端子接続に際し、端子に捻れ、応力が掛からないよう注意して、しっかりと固定してください。
●端子部は熱がこもらない様な開放構造とし、端子カバーを取り付けてください。
●パネルヒーターと支持具およびパネルヒーターと炉ケーシングの間の絶縁構造はしっかりと取ってください。
●製品出荷時は、十分な乾燥、梱包を行っておりますが、保管中の吸湿、結露により発熱体が酸化する場合がありますので、湿度の高い場所での保管は避けてください。
　また、吸湿した場合は、再度乾燥してください。
●急速な昇降温は、発熱体に大きな負荷を与え、酸化被膜の剥離等、発熱体の劣化を促進しますので、サイリスタ等による温度制御を行ってください。
●パネルヒーターは極力、手袋をして取り扱ってください。発熱体への汗の付着等は寿命を短くする場合があります。
●アンモニアやイオウ、ハロゲン及びアルカリ金属塩、ハロゲン塩などの塩類を含む雰囲気は、発熱体の寿命を短くしますので、被焼成物からの分解ガスも含めて注意が必要です。
●廃棄する場合は、産業廃棄物となりますので“産業廃棄物の処理及び清掃に関する法律”に基づき処理を行ってください。

熱伝導率
［W/（m・K）］

400℃

600℃

800℃

1000℃

RFモールド PHの形状は、板状（平板、R付き）・同筒状（一体、分割）が製作可能で、
サイズの目安は以下の通りです。

基材に使用される断熱材の特性を下表に示します。
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